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AI の発展により、 知識や情報は誰もが手に入れられる時代になりました。

しかし、 人生の選択や挑戦を支えてくれるのは、 今も昔も人との出会いやつながりです。

今回の交流会では、 穎明館を卒業し、 救急科、 外科、 小児科、 整形外科、 放射線科、

内科など様々な分野で活躍する医師たちが集います。

前半では、 高校時代の経験や進路選択、 医師を志したきっかけなどを通じて、 在校生や受験生

の皆さんと 「これからのキャリア」 について考えます。

後半では、 それぞれの専門分野から、 子どもの健康、 スポーツやケガ、 救急医療、 がん治療、

高齢化社会における医療など、 私たちの暮らしに身近なテーマについてお話しします。

人生を変える出会いとは何か。

AI 時代に求められる力とは何か。

そして、 人生 100 年時代をより健康に生きるために何が大切なのか。

世代を超えた対話を通じて、 ともに考える時間にしたいと思います。

　

主催者コメント　《穎明館医師の会》

穎明館医師の会は、 卒業生同士のつながりを深めるとともに、 その輪を在校生や地域の皆さまへ広げて

いきたいという思いから発足しました。

私たちは、 人生において努力が大切な土台である一方、 「誰と出会うか、 つながっているか」 も人生を

大きく左右すると考えています。 野口英世には小林栄先生、 ヘレン ・ ケラーにはサリバン先生がいたように、

出会いやつながりは人の可能性を大きく広げる力を持っています。

また、 医師として多くの患者さんやご家族と向き合う中で、 人とのつながりが人生や健康に与える影響の

大きさも実感してきました。

AI が発展する時代だからこそ、 知識だけでなく、 人との出会いや信頼関係の価値はますます高まって

いくでしょう。 穎明館には、 人と人とが学び合い、 高め合う文化があります。 その文化を卒業後もつなぎ、

広げていくことが私たち医師の会の願いです。

今回の交流会が、 新たな学びや挑戦、 そして未来へ続くつながりのきっかけとなれば幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穎明館医師の会

医療の最前線で活躍されている先輩たちが、 穎明館に帰っていらしてお話をしてくださいます。

今回、 初めてこのような会を開催できることは、 大変にありがたいことだと感じています。

一生懸命準備を行っています。 自分自身のこれからの経験値としてさまざまなことを学んで

いただけたらうれしいです。 ぜひ、 トークショーにお越しください。
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